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　最近本学の国際関係論専攻の田中康友准教授から、近年再び自衛隊によるスクランブル（国籍不明

機の領空侵入に際して、迎撃戦闘機が緊急出動すること）回数が増加しているとの話を伺った。共産圏

崩壊後、新生ロシァの登場によって極東でも劇的な緊張緩和が生まれた結果、自衛隊機のスクランブ

ルも激減したと聞いていたので、これはどうしたことかと関心を抱いた。

　早速2008年度版『防衛白書』を見たところ、それまで年間総数で150回程度だったものが、05年から

200回を超えるようになった。その年の主たる急増原因は中国機によるものだが、ロシア機によるもの

もこの年から増加傾向に入った。

　このようなスクランブル回数増加の背景には、世界的な好況と石油資源等の価格上昇によって潤っ

た国民経済効果が国防費一ロシアでは05年に28％増一に及んだこと、また中ロが連携して東アジア

で軍事プレゼンスの強化一〇5年より「平和の使命」と称する大規模な合同軍事演習実施一に乗り出し

たことがある。

　経済が好調な中ロ両国は、兵器の近代化も産業の発展の不可欠な要素と位置付けている。特に、ガ

ス・原油以外の産業にさしたる成長がみられないロシアは、軍事技術開発と兵器輸出に熱心に取り組

んでいる。ロシア製兵器のお得意先は中国とインドで、両国だけで07年の兵器輸出額の約2／3を占め

ていた。ただし、この比率は、一見蜜月関係にある中ロ関係ではあるが、強力になった中国の軍事プ

レゼンスがシベリア・極東に及ぶことを懸念するロシアと、兵器の国産化を推進したい中国の思惑も

あって減少傾向がみられる。そのため、ロシアは欧米兵器依存を嫌う地域への浸透を熱心に働きかけ

ている。その結果として、2006年よりマレーシアの空にSu－30MKM（スホーイ30：末尾のMはマレー

シア版を意味する）が飛行することになった。

　08年には、国際金融危機をきっか

けとする経済の落ち込みがあり、ロ　　咽］最近10年間のスクランブル実施回数とその内訳
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